
１ 　問題の所在
　新学習指導要領が実施され，教科横断的な学習や系統
的な学習のより一層の充実が求められている。とりわ
け，小学校生活科と社会科の関連性や両者の有効な接続
について，研究者や学校教育現場の教員が継続的に研究
を進めている。生活科創設以来，理科や総合的な学習の
時間との関連や接続のあり方についても検討されてき
た。
　一方で，生活科が創設され年月が経ち，生活科の学習
活動として位置付けられている「がっこうたんけん」や

「まちたんけん」といった活動が，行事として実践され
ている小学校現場もある。加えて，教員の中には，「『た
んけん』には出かけるもの」との認識をもって，教育活
動を計画している場合もある。生活科が創設されて以
来，新型コロナウイルス感染拡大予防のため全国的に休
校措置がとられた令和２年（2020 年）度を除けば，多
くの小学校生活科で「たんけん」と称した校外に出かけ
た学習活動が展開されていると推測できる。
　また，小学校学習指導要領の改訂により，小学校第３
学年社会科における「身近な地域や市の様子」の授業数
が削減された。そのため，従前の学区に出かけて調査

する時間を確保することが難しい状況である。そこで，
小学校第１，２学年の生活科の学習においても，「まちた
んけん」に注目し，この学習で習得した社会認識を社会
科の学習において有効に活用する授業を構想すること
が重要となる。「平成 29 年版小学校学習指導要領解説生
活編」において，「生活科の学習内容や方法が，第３学
年以上の教科等にも密接に関連していることを理解す
る必要がある。（中略：筆者）例えば，身近な地域の様
子を絵地図に表したり，公共施設を利用し，学んだこと
を関連付けて，身の回りにはみんなのものや場所がある
と気付いたりすることは，社会科の社会的事象の見方・
考え方の基礎につながっていく。」1）と示されている。
　つまり，生活科の学習をとおして，子どもの社会認識
の基盤を形成するためにどのような社会的な見方や考
え方が育まれるのか明らかにすることで，生活科と社会
科の有機的な接続に関する有効な理論を提案すること
ができる。
　また，このことを踏まえて，生活科でどのようなこと
を学ぶとよいか，また，生活科で行われる調査活動をど
のように展開するとよいか検討することもできる。
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２ 　小学校生活科の授業について
（１）生活科の目標
　生活科は，「平成元（1989）年版小学校学習指導要領」
で，小学校第 1 学年及び第 2 学年に設置された。生活科
が創設されてすでに 30 年以上経過している。生活科の
目標について，これまでの「小学校学習指導要領」に示
された内容をもとに整理すると，表１のようになる。
　表１に示すとおり，目標記述すべての冒頭が「具体的
な活動や体験を通して」から始まっている。つまり，生
活科において，活動と体験が不可欠であることが強調さ
れた内容であると言える。この点に関して，山本博和は，

「生活科においては，具体的な活動や体験を通して学習
活動を展開しなければならない」（3）,p.22）と指摘してい
る。その理由について，山本は，「思考と行動が一致し
ていな低学年児童にとって，直接体験をさせることが大
切である」（3）,p.22）と述べている。山本と同様に，今谷
順重も「幼児から小学校低学年の子どもの心身の発達
は，思考の分化も十分ではなく，遊んだり，活動した
りしながら思考することに特徴がある」（4）,p.24）と述べ
ている。さらに，今谷は，この活動や体験をとおして，
生活科は，「基本的な生活習慣や生活技能を身につける

教科」（4）,p.24）と述べている。
　生活科では，意図的に体験を組み込むことで，思考活
動の一つである子どもの気づきを促すことが大切であ
る。この点を踏まえて，生活科の学習は，「活動や体験」
に終始するのではなく，「活動や体験を通して」と示さ
れているように，あくまでも活動や体験は学習方法，手
段であって目的ではないことを認識しなくてはならな
い。そして，活動や体験をとおして，知識習得に留まる
ことなく技能，態度面の育成が果たされなければならな
い。
　そこで，インターネット上で公開されている多くの生
活科学習指導案 5）の中から，六つの本時の目標記述を，
次のように確認できた。

< 抽出した目標記述 >
・ 家のまわりのお気に入りの場所や物，人などを友達に
紹介し合う。友達の紹介を聞いて，地域へ興味をもつ。

・ 採れたサツマイモを見て，どのようにして食べるか考
える。

・ 「学校しょうかい」で使う写真をグループで選び，分
かりやすい発表原稿を作成する活動を通して，自分よ
りも小さい子が理解できるようにするなど他者への
思いやりの心を育む。

・ 探検に行ったグループで，自分にとっての町のよさや
地域の人々の温かさについての気付きを交流し，共
有する活動を通して，校区の町にはたくさんの自慢
できる場所や人が存在することに気付き，他のグルー
プに紹介するという次時の課題を立てる。

・ 作ったおもちゃをよりよいものにするにはどうしたら
よいか考え，その考えを友達と伝え合いながら，実際
におもちゃを改良したり遊び方を工夫したりするこ
とができる。

・ 一緒に探検したグループで自分が見付けたことや聞い
たこと，考えたことや感じたことなどを友達と伝え合
い，自分たちの地図に書き加える活動を通して，地域
の場所や人のよさや思い，自分の生活との関わりに気
付くことができるようにする。

　どの目標記述にも，学習活動（ゴシック表記）を踏ま
えながら，気づきや技能，態度に関する目標記述が示さ
れている。それなのに，なぜ，多くの実践が，「はい回
る生活科」「活動あって学びなし」と言われるのであろ
うか。

（２）生活科授業について指摘されている課題について
　未だに「生活科は不要ではないか」「生活科で子ども
は何を学んでいるのか」といった否定的な意見が出され
続けている。
　生活科が誕生して十数年経過したところで，丹羽孝昭
は，生活科が抱える課題について「一部には画一的でマ
ンネリ化した学習活動や活動のやりっ放しに終始して
いる状況がある」（6）,p.65）と指摘している。丹羽の指摘
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表１ 生活科の目標の変遷２） 

年 生活科の目標 

平成元

年版 

具体的な活動や体験を通して，自分と身近な

社会や自然とのかかわりに関心をもち，自分自

身や自分の生活について考えさせるとともに，

その過程において生活上必要な習慣や技能を

身に付けさせ，自立への基礎を養う。 

平成10

年版 

具体的な活動や体験を通して，自分と身近な

人々，社会及び自然とのかかわりに関心をも

ち，自分自身や自分の生活について考えさせる

とともに，その過程において生活上必要な習慣

や技能を身に付けさせ，自立への基礎を養う。 

平成20

年版 

具体的な活動や体験を通して，自分と身近な

人々，社会及び自然とのかかわりに関心をも

ち，自分自身や自分の生活について考えさせる

とともに，その過程において生活上必要な習慣

や技能を身に付けさせ，自立への基礎を養う。 

平成29

年版 

具体的な活動や体験を通して，身近な生活に

関わる見方・考え方を生かし，自立し生活を豊

かにしていくための資質・能力を次のとおり育

成することを目指す。 

⑴ 活動や体験の過程において，自分自身，

身近な人々，社会及び自然の特徴やよさ，

それらの関わり等に気付くとともに，生活

上必要な習慣や技能を身に付けるように

する。 

⑵ 身近な人々，社会及び自然を自分との関

わりで捉え，自分自身や自分の生活につい

て考え，表現することができるようにす

る。 

⑶ 身近な人々，社会及び自然に自ら働きか

け，意欲や自信をもって学んだり生活を豊

かにしたりしようとする態度を養う。 

（筆者作成） 
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からさらに十数年経過して発行された「平成 29 年版小
学校学習指導要領解説生活編」においても，「活動あっ
て学びなし」（7）,p.6）と生活科に対して批判があること
を指摘している。この指摘は，学習指導要領改訂のたび
に挙げられている。「平成 20 年版小学校学習指導要領解
説生活編」の改訂の趣旨において，「学習活動が体験だ
けで終わっていることや，活動や体験を通して得られた
気付きを質的に高める指導が十分に行われていないこ
と，表現の出来映えのみを目指す学習活動が行われる傾
向があり，表現によって活動や体験を振り返り考えると
いった，思考と表現の一体化という低学年の特質を生か
した指導が行われていないこと」（8）,p.3）と指摘されて
いる。
　そこで，本稿では上記で指摘した生活科の課題が生じ
る根拠を明らかにするとともに，それを克服するための
手がかりについて提案する。

３ 　先行研究分析
　先述した生活科が抱えている課題を克服するために，
教育研究者や学校教育現場の教員による先行研究を分
析する。生活科に関する研究は学会研究誌や大学紀要を
はじめ，教育雑誌等，様々なところで発表されている。
本稿では，小学校社会科への有機的な接続を検討する
ため，先行研究の射程を社会科に関連した論文とした。
なお，新学習指導要領を意識して，2017 年から 2022 年
に発表された論文から抽出した。

　村野，永田，児玉は，生活科における「たんけん」が
担う役割の重要性を明らかにするとともに，大学生や教
員に向けて，「たんけん」活動の効果的な学習展開を明
らかにしている。
　川上，松田・山田，山田・桑原，峰岸，石橋，池野，
伊藤は，生活科と社会科の接続を踏まえながら，生活科
における社会認識形成のあり方について明らかにして
いる。特に，峰岸や伊藤は，生活科でのたんけん学習は
空間認識が育成されることだけでなく，時間認識や経済
認識といった社会科学習をとおして育成すべき要素を
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表２ 生活科に関する先行研究9) 

執筆者 要 旨 

村野 芳男 

(2018) 

小学校における校外学習を「具体的事実認識

から抽象的思考へと進む小学生の学び方にふ

さわしい」とし,校外学習の有効性を明らかに

した。また，教員へのアンケート調査をもとに，

校外学習をどのように生かすとよいか，学びの

質を高める方策を提案した。 

永田 成文 

(2020) 

生活科におけるたんけん学習の課題を克服

するために，大学における生活科の授業におい

て，「大学たんけん」を取り入れ，受講生の教育

実践力を高めることを目指した。 

児玉 康弘 

(2015) 

 教育系の大学生に，低学年社会科と比較させ

ながら生活科批判を行わせることで，生活科の

役割を認識させた。 

川上 具美 

(2017) 

 生活科と低学年社会科の教育実践を比較す

ることをとおして，生活科の課題を明らかにし

つつ，体験活動を通じた自然や社会の認識を深

める生活科の有効性を明らかにした。 

松田智子 

山田 均 

（2016） 

 生活科から社会科への連続性の中で展開さ

れる防災教育の必要性を論じるとともに，生活

科の学習をとおして，現在の町の自然環境や社

会環境といった「空間的な認識」を習得させる

ことの必要性を明らかにした。 

執筆者 要 旨 

山田凪紗 

桑原敏典 

(2022) 

 給食を取り入れた食育プログラムお開発を

行うとともに，社会認識の基盤を形成すること

を目指した社会科授業の構成原理を提案，直接

的な関わりから間接的な関わりの認識へと転

換することで社会認識は拡大されるとした。 

峰岸由治 

(2018) 

 空間認識や時間認識の形成を図る生活科授

業を分析するとともに，探検に出かけることで

空間認識の形成と定着が図られること，聞き取

り調査等で時間認識，歴史認識が形成されるこ

とを明らかにした。 

石橋昌雄 

(2020) 

 生活科と社会科における「まちたんけん」の

違いと指導法の問題点を指摘したうえで，生活

科の「まちたんけん」の指導法について提案し

た。 

石橋昌雄 

(2021) 

 児童の発達段階の違いから生じる「時間的な

認識」を明らかにしたうえで，生活科と社会科

の接続を踏まえ，時間的な認識を育てる生活科

指導法について提案した。 

池野 範男 

(2019) 

 生活科と社会科の関係を，発展的拡大的関係

と捉え，両者とも体験を基盤としつつ，社会科

ではさらに新たな理解や認識を作り出すとし

た。 

伊藤裕康 

(2021) 

 生活科は自立した教科で社会科等の準備教

科ではないとの前提のもと，生活科では，空間

認識をはじめとした，時間認識，政治認識，経

済認識，環境認識等，社会科に直接発展する要

素を含む学習が可能であると明らかにした。 

小谷恵津子 

(2021) 

 生活科の学習において学びの質を高める地

図が有効であることを明らかにするとともに，

生活科での地図活用の方向性を提案した。 

上之園公子 

(2017) 

 児童が地図の指導を共通に開始する前段階

である小学校第２学年の生活科の教科書に焦

点を当て，地図活用を調査，整理するとともに，

低学年における地図指導のあり方を提案した。 

上之園公子 

（2022） 

 低学年の時期に必要な地図（床地図や絵地図

等）との出会いや活用について明らかにした。 

西野雄一郎 

中野真志 

（2019） 

 社会科において育成すべき資質・能力を育む

ために，生活科においてどのような学習活動を

行うとよいか考察した。 

           （筆者作成） 

  

村野，永田，児玉は，生活科における「たんけん」が

担う役割の重要性を明らかにするとともに，大学生や教

員に向けて，「たんけん」活動の効果的な学習展開を明ら

かにしている。 

 川上，松田・山田，山田・桑原，峰岸，石橋，池野，
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育成することが可能であると主張している。
　小谷，上之園は，生活科においても地図活用が有効で
あることを提案するとともに，生活科と社会科を有機的
に結ぶツールとして地図の指導のあり方を明らかにし
ている。
　これらの先行研究から，生活科で習得した学びを意図
的，目的的に想起させながら，社会科の学習活動におい
て活用することが重要である。つまり，生活科において，
たんけんそのものが目的ではなく，たんけんをとおし
て，何を学ばせ，その学びをその後の学習活動で活用す
るとよいかを授業者は検討し，授業設計を行う必要があ
る。

４ 　小学校生活科授業における社会認識の基盤づ
くり

　先述の先行研究分析をとおして，小学校生活科授業を
とおして，子どもに社会認識の基盤を育成することがで
きることは明らかである。
　米田豊は，深い学びのある学習過程の一つとして，社
会認識が形成される過程を図１のように示した。
　図１をもとに，生活科における深い学びのある学習過
程について，図２を提案する。
　図２に示すように，生活科においては，子どものこれ
までの生活経験を踏まえ，自分自身と関連付けながら学
習活動を展開することが重要である。子どもの生活経験
は異なるからこそ，探検や見学といった具体的な調査活
動をとおして，身近な地域にある施設やその働きを再認

識することで，子ども一人ひとりが形成している社会認
識を共有することができる。また，調査活動をとおして，
これまで何気なく見てきたものに着目することで，新た
な発見や問いを構成するができる。そして，問いの再設
定 11）がされ，新たな学びへと学習展開を構成すること
で，子どもの深い学びが達成される。
　また，令和２年度から完全実施となった「小学校学習
指導要領」において，生活科の評価の観点が「知識，技能」

「思考力，判断力，表現力」「主体的に学習に取り組む
態度」となり，これまでの「気づき」の部分が，「思考」
として位置付けられた。
　筆者は，これまでの研究の中で，社会科の学習をとお
して子どもに身に付けさせたい思考を表３のように提
案してきた。12）この思考の分類をもとに，生活科の学
習においても子どもの思考を促す手立てとして活用す
る。

　生活科の学習活動においては，表３に示す思考の中で
も「分類」「比較」が中心となる。例えば，校舎探検をして，

「どの階にもあったものは何？（共通点の抽出）」や「理
科室にしかなかったものは何？（相違点の抽出）」といっ
た発問が繰り返される。また，校区探検に出かけて「ど
んな施設があったかな？仲間分けするとどのように分
けられるかな？」といった発問で，施設の役割や機能，
働きなどに着目して子どもは「分類」という思考活動を
働かせる。加えて，生活科において地域を捉えさせる学
習活動は，複数の情報を比較させることを促し，子ども
の思考力も育成される。

５ 　小学校生活科の授業構成　
（１）生活科教科書分析
　令和２年度より利用されている教科書５社を中心に，
大単元の構成内容を整理した。（表４）
　表４にも示されているとおり，生活科の学習構成は，
体験や見学，調査といった内容が多く，特に，子どもに
とって身近な地域や学校を「たんけん」する活動が計画

図 １　深い学びのある学習過程 10）,p.101
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することが可能であると主張している。 
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きることは明らかである。 

 米田豊は，深い学びのある学習過程の一つとして，社

会認識が形成される過程を図１のように示した。 

図１ 深い学びのある学習過程 10),p.101 

 

 図１をもとに，生活科における深い学びのある学習過

程について，図２を提案する。 

図２に示すように，生活科においては，子どものこれ

までの生活経験を踏まえ，自分自身と関連付けながら学

習活動を展開することが重要である。子どもの生活経験

は異なるからこそ，探検や見学といった具体的な調査活

動をとおして，身近な地域にある施設やその働きを再認

識することで，子ども一人ひとりが形成している社会認

識を共有することができる。また，調査活動をとおして，

これまで何気なく見てきたものに着目することで，新た

な発見や問いを構成するができる。そして，問いの再設

定11)がされ，新たな学びへと学習展開を構成することで，

子どもの深い学びが達成される。 

 

また，令和２年度から完全実施となった「小学校学習 

指導要領」において，生活科の評価の観点が「知識，

技能」「思考力，判断力，表現力」「主体的に学習に取り

組む態度」となり，これまでの「気づき」の部分が，「思

考」として位置付けられた。 

筆者は，これまでの研究の中で，社会科の学習をとお

して子どもに身に付けさせたい思考を表３のように提案

してきた。12)この思考の分類をもとに，生活科の学習に

おいても子どもの思考を促す手立てとして活用する。 

 

表３ 子どもに身に付けさせたい思考 

（筆者作成） 

 

 生活科の学習活動においては，表３に示す思考の中で

も「分類」「比較」が中心となる。例えば，校舎探検をし
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いった発問が繰り返される。また，校区探検に出かけて
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的に組み込まれている。このような学習展開により，子
どもにとって身近な人々をとおして，様々な仕事がある
ことを把握すると同時に，それらの人々に支えられて生
活していることに気付くことができる。つまり，このよ
うな学習展開において，社会認識の基盤が形成される。
　
（２）社会認識形成の基盤を育む生活科の学習構成
　そこで，身近な地域や学校を「たんけん」する活動に
着目して学習構成を検討する。表４に示した教科書の
内容構成をもとに，社会認識に関連する単元を抽出し，
第１・２学年をとおした学習構成を明らかにする。

　第１学年では，まず，学校や通学路を見学 , 探検する
ことで，毎日子ども自身が利用する施設や設備の様子を
捉えると同時に，それらの施設の位置関係（距離や方角
等）を具体的に把握する。そして，第１学年のまとめと
して，子どもが学校生活で体感したことを新 1 年生に伝
えるまとめをとおして，学校や学校の周りのことを再認
識する学習活動を展開する。
　第２学年では，１年のまとめをもとに，新 1 年生に学
校の様子を分かりやすく伝える活動を計画する。これ
まで子どもが体感したことをアウトプットする活動を
組み込むことで，子どもの認識は強化される。そして，
身近な地域へ飛び出して見学，探検する活動を展開し，
生活圏にある場所や働いている人々，生活している人々
について調べることで，子どもの生活がこの営みによっ
て支えられていることに気付かせていく。その活動をと
おして発見した新たな疑問や不思議を探究する２回目
の見学，探検に出かける学習活動につなげる。最後に，
２年間の見学，探検する活動で形成された地域の特色を
まとめる学習展開をとおして，身近な地域の様子を把握
させる。
　このような具体的な活動をとおして，身近な人々や社

5 
 

「どんな施設があったかな？仲間分けするとどのように

分けられるかな？」といった発問で，施設の役割や機能，

働きなどに着目して子どもは「分類」という思考活動を

働かせる。加えて，生活科において地域を捉えさせる学

習活動は，複数の情報を比較させることをうながし，子

どもの思考力も育成される。 

 

５ 小学校生活科の授業構成  

（１）生活科教科書分析 

 令和２年度より利用されている教科書５社を中心に，

大単元の構成内容を整理した。（表４） 

 表４にも示されているとおり，生活科の学習構成は，

体験や見学，調査といった内容が多く，特に，子どもに

とって身近な地域や学校を「たんけん」する活動が計画

的に組み込まれている。このような学習展開により，子

どもにとって身近な人々をとおして，様々な仕事がある

ことを把握すると同時に，それらの人々に支えられて生

活していることに気付くことができる。つまり，このよ

うな学習展開において，社会認識の基盤が形成される。 

  

（２）社会認識形成の基盤を育む生活科の学習構成 

 そこで，身近な地域や学校を「たんけん」する活動に

着目して学習構成を検討する。表４に示した教科書の内

容構成をもとに，社会認識に関連する単元を抽出し，第

１・２学年をとおした学習構成を明らかにする。 

 

➀第１学年 

単元名(時数) 単元の学習内容 

がっこうし

らべたい！

(11) 

 楽しく安全に生活するために，学校や通

学路を探検しよう。そして，探検をとおし

て見つけた施設や人々の働きを発見しよ

う。 

 

おすすめを

紹介しよう

(４) 

 新しい１年生を招待して，学校のおすす

めを紹介しよう。 

 

②第２学年 

単元名 単元の学習内容 

学校のこと

はまかせて

ね(3) 

 学校内を探検しながら，1年生のみんな

に学校の素敵ところやひみつを知らせよ

う。 

 

まちにとび

出そう(11) 

 住んでいるまちを探検することをとお

して，まちの様子やまちで生活したり働い

たりしている人々を調べよう。 

 

もっとまちの

ことをしらべ

よう(14) 

 前回のまち探検を振り返り，気になる場

所や疑問を探究し，まちの魅力をもっと調

べよう。 

 

まちのこうほ

うたいしにな

ろう(12) 

 ２回実施したまち探検を振り返りなが

ら，まちのよさやすてきなところを分かり

やすく伝えよう。 

A　社 B　社 C　社 D　社 E　社

1
年
生
　
大
単
元
名

・いちねんせいになったら
・がっこうを
　　　　たんけんしよう
・きれいなはなを
　　　　さかせたい
・きせつとあそぼう
　　－はるからなつー
・いきものと
　　　なかよくなろう
・きせつとあそぼう
　　－あき－
・みつけたあきであそぼう
・じぶんでできるよ
・きせつとあそぼう
　　－ふゆー
・もうすぐ２年生

・みんななかよし
・なつとなかよし
・あきとなかよし
・ふゆとなかよし

・がっこうだいすき
・きれいにさいてね
・なつがやってきた
・いきものとなかよし
・たのしいあきいっぱい
・じぶんでできるよ
・ふゆをたのしもう
・もうすぐ２ねんせい

・あたらしいいちねんせい
・なかよしいっぱい
　　　　　だいさくせん
・さかせたいな
　　　　　わたしのはな
・なつだとびだそう
・いきものとなかよし
・あきといっしょに
・みんなのにこにこ
　　　　　大さくせん
・ふゆとともだち
・もうすぐみんな２年生

・あ，あれ，
　　わくわくがいっぱい
・わくわくどきどき
　　　しょうがっこう
・きれいにさいてね
　　　　わたしのはな
・きせつとなかよし
　　　　　はる　なつ
・なかよくなろうね
　　　　小さなともだち
・きせつとなかよし　あき
・かぞくにこにこ
　　　　大さくせん
・きせつとなかよし　ふゆ
・もうすぐ２年生

2
年
生
　
大
単
元
名

・２年生がはじまるよ
・町たんけん
　－みんなでつかう
　　　　場しょへ行こう－
・ぐんぐんそだて
　　　みんなの野さい
・夏休みを楽しくすごそう
・生き物はかせになろう
・町たんけん２
　－グループで出かけよう
－
・遊び名人になろう
・こんなに大きくなったよ

・春はっけん
・生きものはっけん
・わたしの町はっけん
・つくる楽しさはっけん
・自分はっけん

・春だ今日から２年生
・ぐんぐんそだて
　　　わたしの野さい
・どきどきわくわく
　　　　まちたんけん
・生きものなかよし
　　　　大作せん
・うごくうごく
　　　　わたしのおもちゃ
・みんなでつかう
　　　　まちのしせつ
・もっとなかよしまち
　　　　たんけん
・つながる広がる
　　　　わたしの生活
・あしたへジャンプ

・さあ，きょうから２年生
・まちをたんけん
　　　　大はっけん
・ぐんぐんそだて
　　　　おいしいやさい
・小さな友だち
・あそんでためして
　　　　くふうして
・もっともっと
　　　　まちたんけん
・広がれわたし

・わくわく２年生
・めざせ野さい作り名人
・まちが大すき
　　　たんけんたい
・めざせ生きものはかせ
・えがおのひみつ
　　　たんけんたい
・作ってためして
・あしたへつなぐ

表４ 生活科教科書の内容構成13) 
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・きせつとなかよし　ふゆ
・もうすぐ２年生

2
年
生
　
大
単
元
名

・２年生がはじまるよ
・町たんけん
　－みんなでつかう
　　　　場しょへ行こう－
・ぐんぐんそだて
　　　みんなの野さい
・夏休みを楽しくすごそう
・生き物はかせになろう
・町たんけん２
　－グループで出かけよう
－
・遊び名人になろう
・こんなに大きくなったよ

・春はっけん
・生きものはっけん
・わたしの町はっけん
・つくる楽しさはっけん
・自分はっけん

・春だ今日から２年生
・ぐんぐんそだて
　　　わたしの野さい
・どきどきわくわく
　　　　まちたんけん
・生きものなかよし
　　　　大作せん
・うごくうごく
　　　　わたしのおもちゃ
・みんなでつかう
　　　　まちのしせつ
・もっとなかよしまち
　　　　たんけん
・つながる広がる
　　　　わたしの生活
・あしたへジャンプ

・さあ，きょうから２年生
・まちをたんけん
　　　　大はっけん
・ぐんぐんそだて
　　　　おいしいやさい
・小さな友だち
・あそんでためして
　　　　くふうして
・もっともっと
　　　　まちたんけん
・広がれわたし

・わくわく２年生
・めざせ野さい作り名人
・まちが大すき
　　　たんけんたい
・めざせ生きものはかせ
・えがおのひみつ
　　　たんけんたい
・作ってためして
・あしたへつなぐ

表４ 生活科教科書の内容構成13) 
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とって身近な地域や学校を「たんけん」する活動が計画
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どもにとって身近な人々をとおして，様々な仕事がある

ことを把握すると同時に，それらの人々に支えられて生
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会について子ども自身との関わりでとらえさせていく
ことで，社会認識の基盤が育成される。

（３�）生活科の「まちたんけん」と小学校社会科の学習内
容との関連性

　上述した生活科で育成された社会認識の基盤が，小
学校社会科の学習内容と関連するかについて提案する。

「まちたんけん」については，小学校第３学年の社会科
のスタートである「わたしたちのまち」や「わたしたち
の市」の学習において活用されることは言うまでもな
く，その他の単元においても活用が可能であり，活用す
ることで，育成された社会認識をさらに深めることがで
きる。

６ 　社会認識の基盤をつくる授業構成
（１）子どもの「体験」を生かす授業構成
　ここまでのところで，社会認識の基盤を育成するため
の学習構成について明らかにした。その中で重要な役割
を果たす学習活動は，「体験」や「調査」といった活動
である。この活動が，効果的なものでなければ，生活科
の課題として指摘され続けてきた「はい回る」活動に終
始してしまう。
　そこで，本稿では，丹羽孝昭の実践をもとに，意義あ
る「体験」活動のあり方について提案する。
　丹羽は，岩田一彦 14）や寺西和子 15）の論に依拠しな
がら，「体験と経験を意図的に峻別し，授業構成に生か

すことが『解釈する力』を育成することにつながる。」
（6）,p.67）と述べている。
　丹羽は，この主張を図３のように示している。
　図３に示されているように，生活科の学習活動におい
て体験と経験を意図的に峻別し，思考活動の一つである

「解釈」を学習活動に組み込むことで，経験へと高めて
いくことの重要性の主張である。
　丹羽は，体験と経験の違いについて次のように述べて
いる。

　具体的な活動や体験は，幼児や小学校低学年の児童に
とって，身近な環境に直接働きかけ，自分の内面世界を
広めたり，深めたりするのに有効である。しかし，それ
は個人の内面レベルのことであり，得られた気づきや情
報は時として断片的で相互に関連しないことがある。そ
こで，「体験」を言語化したり，動作化したりして情報を
他人に伝え，「経験」へと再構成する過程を学習活動の場
面で吟味することで「解釈する力」を強化していきたい。

（6）,p.67）
　丹羽の主張から，体験をとおして子ども自身が得た気
づきや情報を，言語化したり動作化したりして他者へ伝
える学習活動が必須であり，この学習活動を組み込むこ
とが，子どもの「解釈する力」を育成することにつなが
ることが分かる。つまり，「学校探検が楽しかった」と
いった体験そのものについての感想に留まっていては，

「経験」へと昇華しない。
　米田豊は，寺西和子 15）の論について，「体験さえさせ
れば子どもは学ぶという安易な指導観への警鐘である。
学習が成立するような経験を保障することの主張であ
る」（16）,p.33）と分析している。
　丹羽，米田の論から，体験をとおして子どもが得た情
報を「解釈する」といった思考活動を組み込むことが，
生活科における子どもの学びを保障することになる。
　丹羽は，実践記録として子どもの作文を，次のように
例示している。

　「あきかんつみのところで，ようちえんの子がかん
をつかんでかおの高さでくずれたので，「もう１回す
る？」ときいたら，「うん」と言った。つぎにかんを
つんで下のほうをぼくが手でもったら，ようちえんの
子はいすにのってぼくのあたまより高くかんをつみ
ました。ぼくもうれしかったです。

 （6）,p.70　ゴシック：筆者）
　ゴシックの記述がポイントである。「ようちえんの子
が２回目をやったら，１回目より高くかんをつみまし
た」に留まる記述では，単なる事実の記録に留まる。高
く積むための気づきとなる情報が表出されている部分
を見落とさずに，評価しなければならない。

（２）学びの記録シートを活用して言語化する活動
　生活科の授業では，「生活シート」を活用して学びの
記録を蓄積していくことが多い。この学びの記録に，体
験をとおして得た情報をどのように解釈して言語化さ
せていくとよいか，授業者はその手立てを構築すること
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 第１学年では，まず，学校や通学路を見学,探検するこ

とで，毎日子ども自身が利用する施設や設備の様子を捉

えると同時に，それらの施設の位置関係（距離や方角等）

を具体的に把握する。そして，第１学年のまとめとして，

子どもが学校生活で体感したことを新1年生に伝えるま

とめをとおして，学校や学校の周りのことを再認識する

学習活動を展開する。 

 第２学年では，１年のまとめをもとに，新1年生に学

校の様子を分かりやすく伝える活動を計画する。これま

で子どもが体感したことをアウトプットする活動を組み

込むことで，子どもの認識は強化される。そして，身近

な地域へ飛び出して見学，探検する活動を展開し，生活

圏にある場所や働いている人々，生活している人々につ

いて調べることで，子どもの生活がこの営みによって支

えられていることに気付かせていく。その活動をとおし

て発見した新たな疑問や不思議を探究する２回目の見学，

探検に出かける学習活動につなげる。最後に，２年間の

見学，探検する活動で形成された地域の特色をまとめる

学習展開をとおして，身近な地域の様子を把握させる。 

 このような具体的な活動をとおして，身近な人々や社

会について子ども自身との関わりでとらえさせていくこ

とで，社会認識の基盤が育成される。 

 

（３）生活科の「まちたんけん」と小学校社会科の学習

内容との関連性 

 上述した生活科で育成された社会認識の基盤が，小学

校社会科の学習内容と関連するかについて提案する。「ま

ちたんけん」については，小学校第３学年の社会科のス

タートである「わたしたちのまち」や「わたしたちの市」

の学習において活用されることは言うまでもなく，その

他の単元においても活用が可能であり，活用することで，

育成された社会認識をさらに深めることができる。 

 

表５ 生活科「まちたんけん」と社会科の関連 

生 活 科 

まちたんけんをとおして 

発見した内容（事項） 

社 会 科 
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地域のスーパーマーケット 
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「産業学習」   （第５学年） 

歴史的建造物や遺跡，文化財な

ど 

「地域の発展につくした人々」 

「わたしたちの住んでいる県」 

（第４学年） 

くらしを守る施設や場所 

（消防署,防災施設など） 

「安全なくらし」 (第３学年) 

「自然災害から人々を守る」 

 （第４学年） 

「国土を守る」 （第５学年） 
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公共施設 

「我が国の政治の働き」 

（第６学年） 

バスや鉄道などの交通機関 「市のようすとくらしのうつ

りかわり」   （第３学年） 

６ 社会認識の基盤をつくる授業構成 

（１）子どもの「体験」を生かす授業構成 
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ら，「体験と経験を意図的に峻別し，授業構成に生かすこ

とが『解釈する力』を育成することにつながる。」（6,p.67）

と述べている。 

 丹羽は，この主張を図３のように示している。 

 

図３に示されているように，生活科の学習活動におい

て体験と経験を意図的に峻別し，思考活動の一つである

「解釈」を学習活動に組み込むことで，経験へと高めて

いくことの重要性の主張である。 

 丹羽は，体験と経験の違いについて次のように述べて

いる。 

具体的な活動や体験は，幼児や小学校低学年の児童にとっ

て，身近な環境に直接働きかけ，自分の内面世界を広めたり，

深めたりするのに有効である。しかし，それは個人の内面レ

ベルのことであり，得られた気づきや情報は時として断片的

で相互に関連しないことがある。そこで，「体験」を言語化し

たり，動作化したりして情報を他人に伝え，「経験」へと再構

成する過程を学習活動の場面で吟味することで「解釈する力」

を強化していきたい。」（6,p.67） 

丹羽の主張から，体験をとおして子ども自身が得た気

づきや情報を，言語化したり動作化したりして他者へ伝

える学習活動が必須であり，この学習活動を組み込むこ 

とが，子どもの「解釈する力」を育成することにつなが

ることが分かる。つまり，「学校探検が楽しかった」とい

った体験そのものについての感想に留まっていては，「経

験」へと昇華しない。 

再 構 成 の 過 程

体　　験 経　　験

〔解釈する力〕

図３ 体験から経験への過程と解釈する力(6,p.66) 
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の学習において活用されることは言うまでもなく，その

他の単元においても活用が可能であり，活用することで，

育成された社会認識をさらに深めることができる。 

 

表５ 生活科「まちたんけん」と社会科の関連 

生 活 科 

まちたんけんをとおして 

発見した内容（事項） 

社 会 科 

社会科学習における活用場面 

地域のスーパーマーケット 

魚やさん，八百屋さんなど 

「働く人とわたしたち」 

(第３学年) 

「産業学習」   （第５学年） 

歴史的建造物や遺跡，文化財な

ど 

「地域の発展につくした人々」 

「わたしたちの住んでいる県」 

（第４学年） 

くらしを守る施設や場所 

（消防署,防災施設など） 

「安全なくらし」 (第３学年) 

「自然災害から人々を守る」 

 （第４学年） 

「国土を守る」 （第５学年） 

市役所や郵便局，警察署などの

公共施設 

「我が国の政治の働き」 

（第６学年） 

バスや鉄道などの交通機関 「市のようすとくらしのうつ

りかわり」   （第３学年） 

６ 社会認識の基盤をつくる授業構成 

（１）子どもの「体験」を生かす授業構成 

 ここまでのところで，社会認識の基盤を育成するため

の学習構成について明らかにした。その中で重要な役割

を果たす学習活動は，「体験」や「調査」といった活動で

ある。この活動が，効果的なものでなければ，生活科の

課題として指摘され続けてきた「はい回る」活動に終始

してしまう。 

 そこで，本稿では，丹羽孝昭の実践をもとに，意義あ

る「体験」活動のあり方について提案する。 

丹羽は，岩田一彦 14）や寺西和子 15）の論に依拠しなが

ら，「体験と経験を意図的に峻別し，授業構成に生かすこ

とが『解釈する力』を育成することにつながる。」（6,p.67）

と述べている。 

 丹羽は，この主張を図３のように示している。 

 

図３に示されているように，生活科の学習活動におい

て体験と経験を意図的に峻別し，思考活動の一つである

「解釈」を学習活動に組み込むことで，経験へと高めて

いくことの重要性の主張である。 

 丹羽は，体験と経験の違いについて次のように述べて

いる。 

具体的な活動や体験は，幼児や小学校低学年の児童にとっ

て，身近な環境に直接働きかけ，自分の内面世界を広めたり，

深めたりするのに有効である。しかし，それは個人の内面レ

ベルのことであり，得られた気づきや情報は時として断片的

で相互に関連しないことがある。そこで，「体験」を言語化し

たり，動作化したりして情報を他人に伝え，「経験」へと再構

成する過程を学習活動の場面で吟味することで「解釈する力」

を強化していきたい。」（6,p.67） 

丹羽の主張から，体験をとおして子ども自身が得た気

づきや情報を，言語化したり動作化したりして他者へ伝

える学習活動が必須であり，この学習活動を組み込むこ 

とが，子どもの「解釈する力」を育成することにつなが

ることが分かる。つまり，「学校探検が楽しかった」とい

った体験そのものについての感想に留まっていては，「経

験」へと昇華しない。 

再 構 成 の 過 程

体　　験 経　　験

〔解釈する力〕

図３ 体験から経験への過程と解釈する力(6,p.66) 図 ３　体験から経験への過程と解釈する力（6）,p.66）

表 ５　生活科「まちたんけん」と社会科の関連
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が重要である。　
　丹羽は，学習過程の中に具体的な手立てについて，次
のように示している。

◎ 遊んだことを振り返らせ園児の様子や感想から，
「あそびのひろば」のイメージを深めさせる。

〔楽しかったことややさしくできたことを聞く〕
〔楽しかったことややさしくできたことのわけをた
ずねる〕（6）,p.70）

　この手立てにも示されているように，単に感想を問う
に留まることなく，「楽しかった理由」を子どもに尋ね，
解釈する活動を組み込んでいる。この手立てに着目して
分析すると，丹羽の実践は，単に活動するに留まらず，
活動をとおして得た情報を解釈し，活動をしたからこそ
得た気づきを子どもに表出させている点で有効性の高
いものと言える。

（３）体験をまとめ「言語化」する活動の実際
　本稿で例示する「たんけんシート」は，津島市立北小
学校の第２学年生活科において，令和４年度５月から６
月にかけて実践された「まちにとびだそう」の単元にお
いて，子どもが作成したものである。
　資料１は，「おじぞうさん」を記録したものである。
ここには，おじぞうさんの大きさ（139㎝くらい）が書
かれている。これは，自分の身長と比較して，導き出し
た大きさである。このおじぞうさんについて，このあと
のたんけんシートに「なんでおじぞうさんがあるのか
な。パパにおじぞうさんのことをきくと，かみさまだ
よといっていました。なんであるのかしらべてみたい」
と記述している。

　資料２は，「スーパーマーケット」を記録したもので
ある。このシートに「ぼくは数えきれないくらい行って
います」と記述しているように，身近な場所であると同
時に，家族と一緒に買い物でよく訪れている施設である
ため，子ども自身がどのような建物で中に何があるのか
よく分かっている。

　資料２のたんけんシートには，スーパーマーケットの
機能について，これまでの体験をとおしての認識内容を
図化したり言語化したりしている。
　資料３は，「ゆうびんきょく」を記録したものである。
この見学をとおして，郵便物を届ける仕組みである

「バーコード印刷」について，実際どのように行なわれ
ているのか見学した。子どもはこの仕組みについて「ブ
ラックライトをあてるとバーコードがでてきました。す
ごくふしぎでした」と記述している。このふしぎをもと
に，郵便のしくみを探究することが可能となる。

　資料４は，「こうしゅう電話」を記録したものである。
この公衆電話は通学路にあり，子どもは普段から目にし
ているものの，これまで利用したことがなく使い方も分
かっていない。一緒に，まち探検にでかけた地域の方に
聞いたことを，「さいがいのときにもやくにたつそうで
す」と記述している。このことは，第４学年で扱う「身
近な自然災害」の単元にも関連してくる。加えて，「お
となになってつかいかたがわかるようになったらつか
いたいです」と記述している。この記述を手がかりに，

資料 １たんけんシート「おじぞうさん」
　ぼくは，おじぞうさんを見つけました。おじぞう
さんには，花やコップやペットボトルがありました。
大きさは，139 ｃｍくらいだと思います。

資料 ３　たんけんシート「ゆうびんきょく」
　わたしは，町たんけんで郵便局に行きました。ブ
ラックライトをあてるとバーコードが出てきました。
すごくふしぎでした。

資料 ２　たんけんシート「スーパ－マーケット」
　町たんけんでフィールを見つけました，フィール
はおかいものとか電気せいひんがあります。ぼくは
数えきれないくらいくらい行っています。りょうり
がとてもおいしいので，また行きたいです。
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授業者は，防災を視点にして社会科への接続を子どもに
知らせることができる。

　資料５は，「かんこうこうりゅうセンター」を記録し
たものである。夏の伝統行事である尾張津島天王祭の際
に川をゆうゆうと漕ぎ渡る巻藁船にある提灯を描いた
ものである。交流センターの館長さんのお話から，提灯
の数をたんけんシートに記載している。子どもはこの数
に着目して，365 個，12 個の提灯が掲げられている理由
を，探究していくこととなる。

（４）「まちたんけん」を生かした社会科学習の構築
　生活科で行うまちたんけんの多くは，市役所（区役所
や役場）をはじめ郵便局や交番，図書館，児童館，公民館，
コミュニティーセンターといった公共施設をたんけん
ルートに位置付けて展開されている。このまちたんけん
をとおして発見したことを，小学校社会科で公共機関を
取り扱う際に活用することが効果的である。
　さらに，まちたんけんでは，地域のお店にでかけて
調査をしたり，お店の方から分かりやすく専門的な情
報を教えていただいたりする。ここで収集した情報は，
小学校社会科の「人々のくらしと産業」の学習において
活用することで産業が子どもにとって身近にとらえら
れるとともに，産業のしくみを理解しやすくなるものと
なる。
　また，まちたんけんでは，地域の文化や歴史的建造物
や遺跡などと出会う。ここで収集した情報は，小学校社
会科の学習内容である「伝統や文化」に関連付けながら
展開することができる。
　このように，授業者は，子どもが生活科の学習をと
おして収集した情報を社会科の各単元で想起させて活
用することで，具体的な人々の働きや施設の機能といっ
た基礎情報をもとに，子どもの社会認識を育てることが
できる。つまり，学年を超えた「習得，活用」といった
学びのサイクルを回すことで，深い学びが達成される。
　加えて，まちたんけんでは，子どもの素朴な疑問や不
思議をたくさん収集することができる。この疑問や不思
議を授業者は子どもから収集していく学習活動を展開
することは，社会事象を追究する目を育成することとな
る。そのためには，子どもの気付きをグループでの交流
会や全体発表会で共有し，子ども一人ひとりの気付きの
質を高めていくことが重要となる。
　具体的な活動や体験を組み込むことができる生活科
だからこそ，それらの活動をとおして，身近な人々や社
会を自分との関わりでとらえ，よりよい生活に向けて思
いや願いを実現しようとする身近な生活に関わる見方
や考え方を生かした学習活動を展開することが重要で
ある。
　まちたんけんといった校外に出かける学習活動が有
意義な活動となるように，授業者による引率だけではな
く，地域人材を活用することも重要である。特に，学び
の質を高めるためには，同一行動でのたんけんではな
く，より詳しい調べ学習となるように，グループごとに
分かれてたんけんに出かけることが必要となる。
　この生活科での学習活動において，地域学校協働活動
の方々と結び付くことで，よりよいまち探検ができる。
地域学校協働活動に参画しているメンバ－は，地域を十
分に把握している専門家である。まち探検について「地
域を見つめ，子どもの社会認識を形成する活動」である
ことを事前に伝えながら，この単元を構成していくとよ
い。このような取組は，社会に開かれた教育課程の一つ
と位置付けることができる。

資料 ４　たんけんシート「こうしゅう電話」
　ぼくは，校くたんけんでこうしゅう電話をみつけ
ました。こうしゅう電話のいみは，れんらくができ
ないときにこうしゅう電話を使えばれんらくができ
ます。さいがいのときにもやくにたつそうです。ぼ
くがおとなになってつかいかたがわかるようになっ
たらつかいたいです。

資料 ５　たんけんシート
「かんこうこうりゅうセンター」

　かんこうこうりゅうセンターで，まきわらぶねの
ちょうちんをみつけました。色は光っていて，黄色
でした。ちょうちんはしたのほうは 365 こで，うえ
は 12 こです。
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７ 　成果と課題
（１）成果
　1989（平成元）年の小学校学習指導要領の改訂で，生
活科が創設されてから 30 年以上経過している。そのよ
うな時間的経過があってもなお，「活動あって学びなし」
との批判が多く見られる。この理由は，生活科の学習が，
活動することだけに留まっており，その活動で子どもが
得た気づきを表出させることができていない点にある。
　丹羽は，生活科を「生活科は児童の発達特性に即し
た教科であり，『なすことによって学ぶ』教科である。」

（6）,p.71）と述べている。
　授業者は，子どもにとって適切な活動を意図的，目的
的，計画的に学習に組み込み，子どもの気づきを促す発
問や指示を吟味したうえで，生活科の授業を展開するこ
とが不可欠である。生活科を意義ある教科として確立す
るために，「あさがおを植えるだけ」「幼稚園の子と交流
するだけ」「校区探検をするだけ」の活動に終始するこ
とを回避しなければならない。
　そして，地域と子どもを有機的に結び付け，充実した
学習活動となるよう，授業者は，活動の意図や目的を明
確にして，授業構成を吟味，検討することが必要である。
　「はい回る活動」から脱却し，子どもの社会認識の基
盤を育成することをめざした生活科の授業を構成する
ために重要なことは，次の３点である。

① 　体験に留まることなく，体験をとおして子どもの
豊かな気づきを促し，その気づきを言語化させるこ
とで，「解釈する力」を育成することが重要である。
そして，授業者が子どもに「理由を問う」ことが，
この気づきを促すことにつながる。

② 　①の学習活動を保障するために，体験をとして得
た情報を子ども自身が他人に伝え，「経験」へと再
構成することができる学習活動が組み込まれてい
ることが重要である。

③ 　具体的な活動や体験を組み込むことができる生
活科だからこそ，それらの活動をとおして，身近な
人々や社会を自分との関わりでとらえ，よりよい生
活に向けて思いや願いを実現しようとする身近な
生活に関わる見方や考え方を生かした学習活動を
展開することが重要である。

（２）課題
　本稿では，社会認識の基盤を育成するための生活科の
学習構成を明らかにした点に留まる。今後の研究におい
て，本稿で提案した単元構成に基づき，単元の学習内容
について明らかにし，具体的な学習指導案を提案してい
くことが課題である。
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